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平 成 ２ １ 年 １ 月 １ ４ 日 

会 議 資 料 

 

第２回 筑後川土砂動態調査に関するワーキンググループ 

～筑後川土砂動態調査に関する報告～ 

１．目的 

平成２０年度に主に筑後川下流の土砂動態メカニズムの解明、特に洪水時の砂の動きを

解明するための調査を実施した。調査した項目は主に洪水時の河川縦断水位の連続調査と

洪水前後の河床形状、堆積構造調査である。この調査で明らかになったことの報告と今後

の調査・解析方針について確認を行う。 

 

２．調査概要 

図-１に調査位置図、図-２に調査実施日を示す。 

１）河川縦断水位の連続調査 

筑後川河口より２３ｋｍ付近まで概ね２ｋｍ毎に水位計を設置し、観測時間間隔５分で

水位観測を行った。 

 ２）洪水前後における河床形状・堆積構造の調査 

  ①柱状コアサンプリング 

出水期前に筑後川河口から２３ｋｍ付近まで概ね２ｋｍごとに流心を思われる箇所で、

直径約１０ｃｍ、長さ約２ｍのアクリル製のサンプラーを用い河床の土砂を採取し、密度、

含水比、粒度を調査した。筑後川０ｋｍ、４ｋｍ、１０ｋｍ、１４ｋｍ地点では堆積構造

の変化を把握するために出水後にも同様の調査を実施した。 

  ②底質探査 

堆積構造の河川横断方向、深度方向把握のために、出水期前に２周波（高周波：200kHz、

低周波：3.5kHz、5.0kHz）の超音波を用いた底質探査を筑後川０ｋｍ、４ｋｍ、１０ｋｍ、

１４ｋｍ、２０ｋｍ地点で実施した。堆積構造の変化を把握するため筑後川０ｋｍ、４ｋ

ｍ、１０ｋｍ、１４ｋｍ地点では出水後も調査を行った。 
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図－１ 土砂動態調査調査位置図 
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  ③河床波の状況の調査 

筑後川４ｋ３００ｍ右岸付近には干潮時に河床が現れ河床波が見られる。水面下の河床

波の状況を調査するために４ｋ３００ｍ付近を河川縦断方向１００ｍ区間で横断方向約５

ｍピッチ、縦断方向約１０ｍピッチで深浅測量を実施した。 

 ３）洪水時の河床低下実態調査 

洪水時の河床低下実態を把握するために筑後川本川４ｋｍ付近、１４ｋｍ付近に掃流セ

ンサー（河床が洪水時に掃流されるタイミングが記録できる仕組みのもの）と最大洗掘深

を調査する為の埋設リングを設置した。しかし、設置後に洪水が発生しなかったためデー

タは取得できなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．調査結果 

 １）河川縦断水位の連続調査結果 

平成２０年６月１８日～２３日に

瀬ノ下水位観測所（２５ｋ４００ｍ）

でピーク流量約２，５００m3/s（6/19 

6:00）と約２，２００m3/s（6/21 

23:00）の流量の出水が発生した。こ

れはそれぞれ干潮時、満潮時と重な

る出水であり、坂口床固（17/6）よ

り下流の水面勾配で比較すると干潮

時に約1/4,000、満潮時に約1/22,000

となり、下流の水理現象に潮位変化

が大きく影響していることが把握で

きた。 
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図－２ 瀬ノ下流量と調査時期 
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図－３ H20 年 6月 18日～23日流量水位ハイドログラフ

図－４ 干潮及び満潮時における流量規模毎の水位縦断分布 

【干潮時】 【満潮時】 

瀬ノ下流量ハイドログラフ 

水位ハイドログラフ 
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 ２）河床形状・堆積構造調査結果(事前調査) 

 《今年度の調査結果》 

  ①柱状コアサンプリング 

筑後川本川０～６ｋｍは河床から約５～４０ｃｍは砂、８ｋｍは砂混じり粘性土が河床

から約２ｍ堆積している。また１０～１７ｋｍは河床から約１５～６５ｃｍに含水比の高

い粘性土、その下層に砂が堆積しており、１８～２３ｋｍでは河床から約３５～４５ｃｍ

は砂が堆積し、含水比の高いガタ土の堆積はなかった。８ｋｍは砂がなかったため諸富川

１ｋ２００ｍ地点で調査した結果、河床から４０ｃｍ程度に砂質礫及び粗粒砂の堆積が確

認できた。一方、早津江川（０～６ｋｍ）と海域の澪筋については、河床から粘性土が主

に堆積するものの、海域の澪筋については、河口に近いところでは上層に砂が確認された。 
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採取コアサンプル柱状図及び分析結果（１４ｋ地点） 

粒径加積曲線（１４ｋ地点） 

＊サンプルを深度方向に 10cm ピッチで分割し分析した結果 

図－５ 柱状コアサンプリング結果概要図（事前調査） 
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 ②底質探査結果 

筑後川本川０ｋｍ付近は部分的に河床に薄い粘性土があるが、その下に砂が厚さ約１ｍ、

横断方向に約６００ｍ程度、筑後川本川４ｋｍ地点は河床から厚さ約１ｍ、横断方向に約

３６０ｍ程度、筑後川本川１０ｋｍ付近は河床から１０～４０ｃｍには含水比の高い粘性

土が堆積するものの、その下に数１０ｃｍ～１ｍ程度の砂が、横断方向に約１５０ｍ程度

堆積している。また筑後川本川１４ｋ地点は、数１０ｃｍ～約１ｍ程度の粘性土、その下

は砂と粘性土が横断方向に１１０ｍ程度、互層となって堆積している。また、筑後川本川

２０ｋｍ付近は、薄い粘性土の下に厚さ１ｍ程度の砂が横断方向に約１７０ｍ堆積してい

る。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－６ 底質探査解析結果：４ｋ、１４Ｋ地点（事前調査） 
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 ３）河床形状・堆積構造調査結果(洪水前後の比較による砂の移動の推定)  

 《今年度の調査結果》 

筑後川本川０ｋｍ、４ｋｍ、１０ｋｍ、１４ｋｍ地点で出水前後の柱状コアを採取した

結果、河床横断形状及び河床材料構成の変化が見られ、洪水時の砂の移動が推定される結

果となった。また、筑後川４ｋｍ付近では河床波が確認（測量結果より）され、洪水時に

砂が移動しているものと考えられる。 

 

 

・３月～１１月間でコアサンプル採取地点では、約７０ｃｍの砂が堆積しており、平成２０

年６月洪水によるものではないかと考えられる。 

・その後、平常時のガタ土の堆積と小洪水による掃流・堆積により、その上層には約１５ｃ

ｍ程度の比較的含水比の高い粘性土と１０ｃｍ程度の砂が堆積している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コア比較図 

１０Ｋ地点調査結果 

図－７（１） 洪水前後の調査結果比較図（１０ｋ地点） 
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・平成２０年６月洪水により１４ｋ地点では河床が最大約１.５ｍ程度低下している。 

・柱状コアサンプルを採取している流心部付近では、約１５ｃｍの粘性土層と約２５ｃｍの

砂層が掃流されたことが推定される。 

・６月２９日（掃流センサー設置の為潜水作業を実施）時点で河床が砂であることを確認し

たが、８月１１日までの約４０日間でガタ土が堆積しており、柱状コアサンプリング結果

から見るとその厚さは約１０ｃｍである。 

 

 

 

１４Ｋ地点調査結果 

コア比較図 

図－７（２） 洪水前後の調査結果比較図（１４ｋ地点） 
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４．今後の解析方針 

今後は、河口、筑後大堰間で水理解析モデル（平面２次元非定常モデル）を構築し、得

られた河川縦断水位データ、筑後大堰流下流量を下に河床変動を考慮した水理解析を行い、

調査した区間より下流の海域へ供給される土砂の移動量を推定する予定である。 

 

4.2km－4.4km河床波形状（右岸側導流堤付近）

中央大学福岡教授提供資料より

←広い範囲で河床波が見られる(H20.7.18 撮影) 

４ｋ３００ｍ付近詳細測量結果 

詳細測量断面図 

図－８ ４ｋ３００ｍ付近詳細測量結果（河床波の状況） 

上流 下流
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５．今後の調査方針 

今年度発生した洪水の中で最も大きな流量は、平成２０年６月１８日～２３日のピーク

流量２，５００ｍ３/ｓ（瀬ノ下水位観測所）であるが、近年１０年間の平均年最大流量の

約３，０００ｍ３/ｓに及ばない程度の洪水であり、さらに大きな流量時の砂の動きについ

ても調査する必要があるため、来年度も同様の調査を実施する予定である。 

また、本調査は筑後川の筑後大堰より下流において、洪水時の砂の動きを解明するため

に実施した。今後、筑後川の土砂管理について検討するためには、上流の土砂生産域から

河道への土砂の供給についても調査する必要がある。これまで上流側の土砂生産に関して

は流域の主なダムに堆積した土砂の量を参考に算出されているが、ダム等の河川横断構造

物から流出する土砂についてのデータが少ない。今後はダム等から流出土砂についても調

査する予定である。 


